












































　We briefly introduce the implementation of internship programs at universities and colleges in Japan, and the 
number of internship programs for students has increased steadily. Then we report the current state of our 








































































































































































































































































実習先 2018年 2017年 2016年
公務員 県庁、市役所など 5 4 3
金融関連 信用保証協会など 2 2 7





ホテル ホテル、結婚式場など 17 7 9
団体職員 商工会議所など 13 14 14
医療・福祉 病院、医院、施設など 15 25 14
図書館 公共図書館、本学図書館 8 1 10
アパレル ファッション小売 6 6 4
合計（参加率：１年生全体に占める割合） 92（66.2%） 90（62.9%） 90（58.1%）
千葉経済大学短期大学部研究紀要　第 15 号
－ 56 －
約60％強）の多くの学生がインターンシップに参加して
いる。
　以上が本学でのインターンシップ実施、修了までの手
順である。幸い20年近くにわたり、学内、学外の皆様の
理解と協力を得て、大きな事故やトラブルがなく実施で
きていることは本当にありがたいことである。本学のイ
ンターンシップの特色は次のとおりである。
　まず上記に示したように参加学生数が多いということ
である。短期大学の場合、入学したと思ったらすぐに自
分の将来の進路、キャリアについて考えるということに
なってしまうが、業種、職種など職業についての理解を
深め、自分の適性を知るためにもインターンシップの参
加を勧めている。
　また大学としても実習に送り出すだけでなく、事前・
事後の指導に力を入れていることである。実習後に報告
書をまとめ、発表会を行うことにより、改めて志望動機
を振り返り、成果や今後さらに考えたり、勉強したりし
なければならないことを確認し、１年次後期以降の学習
や将来の進路選択に生かすようにしている。
　実習先企業や団体との連絡などの大学側の窓口はキャ
リアセンターが務め、実習中に教職員が訪問して、企業・
団体等と適切な連携を図るように努めていることも特徴
である。実習や報告会などの場で外部の目で学生の評価
やコメントをいただくことは、われわれ教員にとっては
教室内では分からない学生の姿に気づかされたり、学生
にとっては将来の自信につながったりして、大変有益な
ことであると考えている。
４．まとめ
　以上1990年代以降広く行われるようになった、学生が
自己の職業適性や将来設計について考える機会を与え、
社会人としての能力を高めることなどを目的としたイン
ターンシップについて、進展の経緯と現状を簡単に振り
返り、千葉経済大学短期大学部でのインターンシップ
の授業の内容と特色について紹介した。特に本学のイン
ターンシップの円滑な遂行のために、忙しい中多くの学
生を受け入れていただき、ご指導いただいている企業・
団体の皆様にこの場を借りて改めて感謝する次第であ
る。
　学生の多くはアルバイトを体験しているが、企業・団
体の皆様には、会社の仕組みなどについて説明していた
だいたり、仕事のいろいろな場面を体験させていただい
たりと、それぞれプログラムに工夫を凝らして学生の育
成に力を入れていただいており、学生にはアルバイトで
は得られない貴重な体験となっている。今後とも大学と
企業・団体とで適切な連携を図りながら進めていきたい
と考えている。
　事後の学生の感想では、「あいさつ、笑顔、報告・連絡・
相談など普段の仕事に対する姿勢の大切さに改めて気が
ついた」、「専門知識や技術をさらに身につけたい」など
普段の姿勢や今後の勉強の意欲につながるものが多い。
今後教室の授業では、社会人として求められる基礎的・
汎用的な能力の充実を図ることはもちろん、実際の現場
で体験したことをもとに、自ら課題を発見し、探求する
能力も高めることができればと考えている。
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